
 

 

 

 

地域資源デジタルアーカイブにおける地域資料の保管 

久世 均（岐阜女子大学） 

 

 知識循環型社会においてデジタルアーカイブを有効的に活用し，新たな知を創造するという「知

的創造サイクル」の手法により，地域課題に実践的な解決方法を確立するために，地域に開かれ

た地域資源デジタルアーカイブによる知の拠点形成のための基盤整備をしている。 

このことにより，地域課題に主体的に取り組む人材を養成する大学として，地方創成イノベー

ションの実現と伝統文化産業の振興並びに新たな観光資源の発掘を行うことができる。 

ここでは，地域資源に関する総合的な地域文化の創造を進める地域資源デジタルアーカイブの

保管方法ついて紹介する。 

 

（１）地域資源デジタルアーカイブ 

 地域資源デジタルアーカイブをデータベー

ス化する際に，「知的創造サイクル」に適応す

るために Web 公開型と非公開長期保存型の 2

つの種類のデータベースを作成した。これら

のデータベースは，図１のような関係となる。 

地域資源デジタルアーカイブを構築するに

あたって，地域資源デジタルアーカイブで共

通したメタデータの項目が重要となる。 

メタデータとは，コンテンツ自身のことを

説明するためのデータのことで，本について

言えば本の「タイトル」「著者」「出版社」「発

行日」「値段」などが該当する。検索用のキー

ワードをメタデータとしてあらかじめ付与し

ておくことで，対象となる情報資源を効率的

に検索したり，あるいはコンテンツがデジタルデータの場合は，どのようなフォーマットで保存

されているのかをメタデータとして記録しておくことで，再生するための方法を識別したりする

ことができる。 
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図 1 Web 公開型と非公開型 DB の関係性 



（２）Web公開型型データベース 

 Web 公開型データベースは，デジタルアーカイブしたものを，図 2 のように①名称②アイキャ

ッチ画像③説明④関係資料⑤地図情報で構成されている。図１の短期利用（Item Bank）に相当

する。 

 

図２ Web 公開型データベース 

（３）非公開型データベース 

 非公開型データベースは，長期保存・管理を目的

とするデータベースで，映像は高品位な映像をその

まま保存し，紙メディアについては，できるだけ高

品位にスキャンして保存している。このデータベー

スには，OCR 機能があるため，データを文字で検

索でき，メタデータをジャケット単位に付記するこ

とが可能になっている。非公開型となっているた

め， 新しい知を創造するために必要と思われる情

報をここに保管する。図１では，一時保管の Item 

Pool と長期保管の Item」Bank の機能を有するデ

ータベースとなる。 

                    図３ 非公開長期保存型データベース 

（３）地域資源デジタルアーカイブによる知の拠点形成のための基盤整備 

知識循環型社会においてはデジタルアーカイブを有効的に活用し，新たな知を創造するという

「知的創造サイクル」の手法により，地域課題に実践的な解決方法を確立するために，地域に開

かれた地域資源デジタルアーカイブによる知の拠点形成のための基盤整備が必要となる。 

ここでは，知の増殖型サイクルを支えるメタデータと Web 公開を目的としたデータベースと長

期保管を目的としたデータベースについて報告した。 
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